






























































































































































































































































































































































































  「如何したの時間が来ているのに」 
  といきなり声をかけると、英花はボタンの手を休めてきまり悪そうに 
「長いのは着慣れないもんだから、着物と袴に又着替え様と思ってい
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1 英語では「mandarin gown」、「mandarin dress」、またはのちに本文で説
明するように「cheongsam」という。 
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第 2 巻第 12 期、1942 年 12 月、36-37 頁）が提示されている。 
10 スラッシュと丸括弧は原文、リーダは引用者による。 
11 洪（2010）、266 頁。 
12 資料として、徳永秀夫「本島婦人服の改善に就いて」（『台湾時報』第 241
号、1940 年 1 月、38-45 頁）が提示されている。 
13 資料として、「摩登女宛若狐精、群犬見其怪状撲之―為旗袍絆倒面着犬爪、
怪美人台南王家寵妾―」（『台湾日日新報』1935 年 2 月 6 日）と、陳杏村「優
美な上海の旗袍―東京の流行は上海から―」（『台湾日日新報』1936 年 5 月
10 日）が提示されている。 
14 資料として、立石鉄臣「本島人女性の服装―夏の街頭に見る―」（『民俗
台湾』第 1 巻第 3 期、1941 年 9 月、29-30 頁）が提示されている。 














































32 河原編（2007）、43 頁及び 84 頁。 
33 同上書、31 頁。 
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